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浜の活力再生プラン －浜プラン－

地域経済を支える沿岸域を活性化させるためには、
水産業の振興が課題

水産業は、各地域の浜ごとで実態が異なる

◎目標
漁業所得を10％
以上向上

◎取組
＜収入向上の取組＞
⾼鮮度出荷・加⼯品開発、直販・輸出など

＜コスト削減の取組＞
省エネ機器の導入・協業化・船底清掃など

◎主体
地域水産業再生委員会
（市町村、漁協等）

浜独自の改革・振興策が必要！

「浜の活力再生プラン」（通称「浜プラン」）は、2014年に始
まった、水産・漁業の地域活性化に向けた改革の取組です。
地域によって状況が様々に異なる漁業・水産業を振興させ

るため、浜ごとで取組を実践し、地域に活力を与えることが目
指されています。各地域が抱える課題に対し、漁業者と市町
村がタッグを組んで、自ら考えた解決策を実践することに浜プ
ランの本質があります。

浜プランとは

浜プランの目標
その大目標は、「漁業所得の10％アップ」。収入を向上さ

せる取組、コストを削減する取組など、多種多様な具体的な
プランが実践されており、2019年2月19日現在、北海道から
沖縄まで全国で665の浜プランが策定されています。

※4年目時点の目標
達成率の構成割合。
赤が10％ＵＰの目標
を達成した地区。

2018年度 浜の活力再生プラン 優良事例表彰
「浜の活力再生プラン 優良事例表彰」は、浜プランの推進において、地域が一体となって漁業収入の向上やコスト

削減の取組を行い、漁業所得の向上や漁村地域の活性化に関して、他の範となる顕著な実績を挙げた地域水産業
再生委員会を表彰するものです。

賞 表彰基準 受賞再生委員会
農林水産大臣賞
（1点）

審査基準に基づき総合的に優れた取
組を行っている再生委員会

糸島市地域水産業再生委員会
（福岡県）

水産庁長官賞
（2点）

農林水産大臣賞に準じる総合的に優
れた取組を行っている再生委員会

苫小牧市地域水産業再生委員会
（北海道）

大紀町地域水産業再生委員会
（三重県）

全国漁業協同組合連
合会会長賞
（2点）

水産庁各賞に準じる総合的に優れた
取組を行っている再生委員会

田子の浦地区水産業再生委員会
（静岡県）

屋久島地区地域水産業再生委員会
（鹿児島県）

農林中央金庫理事長
賞（1点）

とりわけ水産加工業、流通業など、地
域の周辺産業に貢献する取組を行って
いる再生委員会

香川県地域水産業再生委員会 小豆地区部会
（香川県）

全国共済水産業協同
組合連合会会長賞
（1点）

とりわけ若手漁業者、高齢漁業者、女
性の参加など浜全体の再生・底上げ
に繋がる取組を行っている再生委員会

岩美町地域水産業再生委員会
（鳥取県）

全国漁業共済組合連
合会会長賞（1点）

とりわけ安定的な収益が確保され、漁
業所得の向上に寄与する取組を行って
いる再生委員会

兵庫県地域水産業再生委員会 明石浦部会
（兵庫県）

2018年度 浜の活力再生プラン 優良事例表彰 受賞者一覧
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それぞれの浜プランの詳細は、ホー
ムページ『浜プラン.jp』で確認いた
だけます。

農林⽔産⼤⾂賞
糸島市地域水産業
再生委員会
→ P.3-4

農林中⾦理事⻑賞
香川県地域水産業再生
委員会 小豆地区部会
→ P.13-14

全漁連会⻑賞
屋久島地区地域
水産業再生委員会
→ P.11-12

⽔産庁⻑官賞
苫小牧市地域水産業
再生委員会
→ P.5-6

全漁連会⻑賞
田子の浦地区水産業
再生委員会
→ P.9-10

共⽔連会⻑賞
岩美町地域水産業再生
委員会
→ P.15-16

漁済連会⻑賞
兵庫県地域水産業再生
委員会 明石浦部会
→ P.17-18

各都道府県ごとの策定済み浜プラン件数

⽔産庁⻑官賞
大紀町地域水産業
再生委員会
→ P.7-8

※2019年2月19日現在 22
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資源管理の取組と収益の向上
を目指して
希少な純国産ハマグリ。一時は壊

滅状態だったが、漁業者自ら殻長・
漁獲制限など厳しい管理を実践し、
現在は安定した漁獲を維持。今では、
高齢者でも着業できる漁業として定
着するに至っている。
また単価が安かったサワラは、全

国一のサワラ消費地である岡山の
卸売市場を入念に調査し、品質保
持が重要であると分析。これを踏まえ、
県が作成した鮮度保持マニュアルに
基づき、漁業者が船上での処理か
ら水氷での冷却、箱詰めを実践した。
処理を施したサワラは、県内外に販
売し高評価を得ている。

持続的な漁業の実現へ向けて
漁船漁業とカキ養殖業を組み合

わせる経営モデルと大都市近郊にあ
る立地を生かし、漁業経営の向上に
取り組む糸島漁業協同組合。
地域の水産物直売所や漁港内に

立ち並ぶ「カキ小屋」は、多くの来客
で賑わいをみせる。一方、ハマグリの
徹底した資源管理など、水産資源
の有効利用にも力を注いできた。
その中で、浜の持続的な発展のた

めに、近年漁獲が増加しているが低
価格であるサワラの単価向上、カキ
小屋の効率的な運営など、総合的
な取組を進めることとした。

地
域
全
体
が
元
気
に
な
る
た
め
に

オ
ー
ル
糸
島
で

取
り
組
む
地
域
再
生
！

農林水産
大臣賞

糸島市地域水産業再生委員会

（ＪＦ糸島）

「糸島市自体が地域活性化しており、勢いがある。その中で、漁業者の取組が地域の活性化に貢献してい
る」
「カキ殻のリサイクルの取組に好感」
「総合⼒がある取組であり、他地区にも参考になる」

❹

❸

❶❶ ❷

❺❹

❷

❸
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また、このサワラに漁協承認のタグ
とシールを貼り、「特鮮本鰆」として差
別化。地元飲食店と連携して「糸島
さわらフェア」を開催するなど、地元
での消費拡大に取り組んでいる。

直売所やカキ小屋による直接販売
漁協直営の水産物直売所「志摩

の四季」など地域内にある直売所は、
漁業者の収益向上に貢献。
また、生産者自らが焼きガキを提

供するカキ小屋は、旅行会社等との
ＰＲ活動により、2017年度の来場者が
インバウンドの観光客を含め53万人を
超えた。
これらの取組は、カキを始め地元

水産物の消費拡大、地元の雇用創
出に繋がり、地域活性化の核となっ
ている。

異業種との連携
カキ小屋から出るカキ殻の処理に

ついて、ＪＡ・県・市等が連携しカキ
殻リサイクルに取り組み、土壌改良
材「シーライム」を開発、ＪＡで販売。こ
の製品は糸島の野菜畑で使用され
るなど、海から畑へという地域循環
型の活動を展開するとともに、コスト
削減も実現している。
また、漁師の間で「そうめんのり」とし

て親しまれていた「ふともずく」。地元
ではあまり知られていなかったため、

その知名度向上を目指し、女子高
校生と連携して新たな商品パッケー
ジを作成。生協等でも販売されるよう
になった。

漁業を起点とした地域活性化
これらの取組は、漁船漁業や養殖

業、女性部や後継者等多くの漁業
者が参加。所得向上のみならず、
組合全体の意識の向上に繋がり、
まさに浜の活力となっている。さらに、
ＪＡや学校、旅行会社等の異業種を
巻き込み、地域全体の連携、活性
化に繋がり、県内外から注目を集め
ている。

サワラの高鮮度処理、カキ小屋の運営やカ
キ殻のリサイクル、直売所の運営など、総合
的な改善策に取り組み、漁業を起点とした地
域活性化に貢献。

●委員会名： 糸島市地域水産業再生委員会 ●代表者：仲⻄ 利弘
●構成メンバー：糸島漁業協同組合、糸島市農林水産課、福岡県漁業協同組合連合会、福岡県水産海洋技術センター
●対象地域：糸島市 ●対象漁業：二双ごち網、一双ごち網、採介藻、一本釣り 等

⓫❼❻

⓬

➊糸島カキ ➋カキ殻シーライム ❸カキ
小屋の様子 ➍加布⾥の天然ハマグリ
❺ハマグリ獲りの様子 ➏❼特鮮本鰆
❽JF糸島「志摩の四季」 ❾糸島さわら
フェアのPR ❿ふともずく ⓫ふともずくを
PRする⼥子⾼校生の様子

❿ ⓫❾

❽❼

❻
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苫小牧市
地域水産業再生委員会

（ＪＦ苫小牧市）

➊

➋

漁業者主体の資源管理

札幌や新千歳空港にも近く、国際
拠点港湾を有する苫小牧市。ホッキ
ガイの水揚げは日本一を誇る。漁業
者の約８割が着業する主要魚種で
あるホッキガイは、過去には資源の維
持が困難になるほど低位な状況に
陥った。この経験から、漁業者は輪
番制導入や採捕サイズの制限といっ
た従来の取組に加え、新たに外敵
駆除や漁場耕耘を実施。推定資源
量は2014年度の１万７千トンから2017
年度には２万８千トンまで増加した。
しかしながら、生産量は増加したも

のの、他地域で漁獲量が増加する

時期には単価が低迷することが多
かった。

資源増大と魚価向上を両立

そこで漁業者は自ら、発送先ごとの
サイズ調整や砂出し、出荷の各作業
を実践。道外の大口出荷にもきめ細
やかに対応した。
漁協も、道外でのＰＲ活動を積極的

に展開したほか、「プライドフィッシュ」
認定や「マリンエコラベル」の認証取
得等を通じて強力に支援。2013年度
には水揚げ量680トン、キロ単価452
円であったものが、2017年度には同
751トン、575円へと増加し、資源増
大と魚価向上の両立を実現している。

漁業者が主体的に資源管理に取り組んでいる。また、漁業だけの特徴だけではなく、拠点港湾であることや
空港近接などの地域的な特性も活かしている。

水産庁
長官賞

➊

➋ ➌ ➍
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➎

➏

漁協は、周辺地域の関係者で組織したプロ
ジェクトチームのリーダー的存在として、幻の魚
「マツカワカレイ」のＰＲや販売活動に注力。
活魚出荷の７２時間長距離輸送も可能に。

➊ホッキガイ ➋駆除した外敵（ハスノハ
カシパン） ➌資源量調査の様子 ➍
砂出し、サイズ調整を実施 ➎漁業者に
よる梱包作業 ➏関⻄地区での販促活
動 ➐マツカワカレイの種苗放流活動
❽➒マツカワカレイ ➓地元誌での掲載
広告 ⓫マツカワカレイの活魚での出荷

地道な種苗放流活動により水揚げ
は安定化
北海道ではヒラメを凌ぐとも言われ

る白身の高級魚「マツカワカレイ」。
「幻の魚」と評されるほど資源量が減
少したが、2006年度に種苗生産・放
流を開始し、現在は水揚げ100トン前
後と安定するようになった。
しかし、「幻の魚」となったことにより、

その認知度は低下することに。その回
復・向上や販路の開拓が課題として
残っていた。

プロジェクトチームを立ち上げ、価
格対策に特化

課題解決に向けて、「えりも以西栽
培漁業振興推進協議会」は、価格
対策に特化した下部組織として「マ
ツカワ魚価対策プロジェクトチーム」
を設立。漁協は、そのリーダーとして、
広域的に行政・近隣漁協と連携した
ＰＲ活動をリードした。飲食店や宿泊
施設等での取扱も拡大し、認知度も
向上。これらが奏功し、キロ単価は
2013年度の1,195円から2017年度に
は1,358円と上昇した。漁業者の取
組意欲も大きく変わった。

さらなる高みを追求し長時間輸送
方法を確立
マツカワカレイの魚体活力の強さや

生食の美味しさ、苫小牧市の地域
の特性である空港近接の地の利等
を最大限に活かすため、漁協では教
育・研究機関と連携し、72時間の長
距離輸送を可能とする活魚の出荷
体制を確立。高鮮度の魚介類を道
外さらには空港から離れた地域へも
低コストで出荷できるようになった。
これらの取組はメディアでも多く取り

上げられ、大きな注目を集めている。
目下、苫小牧港では屋根付き岸壁
の整備が進められており、地元ではこ
れを活用した輸出の取組が検討され
ている。さらなる飛躍を期待したい。

●委員会名：苫小牧市地域水産業再生委員会 ●代表者：伊藤 信孝
●構成メンバー：苫小牧漁業協同組合、苫小牧市
●対象地域：苫小牧市 ●対象漁業：ホッキ桁引き網漁業、カレイ刺し網漁業等、サケ定置網漁業、カニかご漁業

➍

➎

➏

➐

➑

➓

⓫

⓬

➒
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た い き

大紀町地域水産業再生委員会

（ＪＦ三重外湾 神前浦事業所錦）

➊

浜の賑わいの継続のために
大紀町錦地区の定置網で獲れる

ブリは、三重県下有数の水揚げ量
を誇っており、毎年桜の咲く頃に漁
期を迎えることから「桜ブリ」とも称さ
れる。
錦漁港といえばブリのイメージが強

いが、錦漁港に拠点をおく三重外
湾漁協神前浦事業所錦では、県・
系統団体と連携し品質の高い養殖
マダイ「伊勢まだい」の生産に取り組
んでいる。三重県大紀町の人口は
8,600人(平成31年1月末)と少なく高
齢化率も高い。浜の賑わいが低下
する中、この状況を打破するため、
漁協、地域の女性、行政、仲買ら

が『大紀町漁業活性化推進協議
会』を発足。浜プランの取組は、同
協議会の取組と連動している。

生産から加工・流通に至るまで
多様な取組

その取組は、生産から販売まで多
岐にわたる。生産面では、県・系統
団体が進める養殖マダイのブランド
化で、県内産の海藻類、柑橘、茶
葉（伊勢茶）を餌に加え、天然に近
い身質を実現した「伊勢まだい」の生
産に取り組む。浜プランの実践により、
生産量は取組１年目に比べ４倍まで
増加。また、今後高齢化が予想され
る漁業者の安定的な収入の確保を

「漁協が結束バンドとなって、地域内での社会的貢献と域外での活躍が⾒事に結びついている。」
「移動販売⾞とプロの技術によって、中⼭間地域にも美味しい水産物が供給されている。」

水産庁
長官賞

➋
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➎

「伊勢まだい」の生産量ＵＰと域外での販路拡
大。一方で、地域の買い物難民対策もクリア。
地域内外の課題に対し総合的に対処し、地域
社会に多大に貢献。

➊伊勢まだい ➋移動販売⾞ 「魚々錦
号」 ➌直売所 「魚々錦」 ➍べっこうず
し ➎加⼯品「真鯛塩麹漬け」 ➏第３
回Fish-1グランプリの様子 ➐新しく開
始したヒロメ養殖

目的に、新たに「ヒロメ」の養殖事業
も始動した。

キャッチフレーズは「漁師の味を
プロの技術で家庭に届けたい」

加工分野においては、実行部隊と
して「魚々錦会（とときんかい）」を組
織し、開発・販売にあたった。
キャッチフレーズは「漁師の味をプロ

の技術で家庭に届けたい」。女性部
を中心に「伊勢まだい」の加工品や、
地元水産物を用いた加工商品を開
発。「まだいの塩麹焼き」は、第３回
Fish-1グランプリで準グランプリを受賞
した。郷土食をベースとした「べっこう
ずし」や「ぶりひつまぶし丼」は、東海

地方のグルメ雑誌にも多く取り上げら
れる。

移動販売車と漁師塾

地域内での活躍も見逃せない。魚
食普及のみならず、移動販売車を
活用して買い物難民の懸念すらある
中山間地へ水産物を供給するなど、
周辺地域や高齢者の日常生活の
一端を支えている。また、販売面は、
首都圏の量販店や航空機の機内
食など地域外への販路開拓に注力。
大きな課題である担い手の確保。

「錦漁師塾」を立ち上げ、研修受講
者に対する生活面を積極的にサ
ポート。Ｉターン・Ｕターンでの新規就

就業者の確保に向けて取組中だ。

漁業者を中心に、地域が一つに。
地域の発展に大きく貢献

大紀町において、漁業は基幹産
業。当再生委員会の取組の特徴は、
人口減少や高齢化が懸念される地
域において、浜の賑わいや地域の
活性化を持続させている点だ。
地域の協議会を先頭に、地域にお

ける漁業生産と生活面の双方への
課題に取り組んだ効果は、単なる所
得向上にとどまらない、地域固有の
困難に立ち向かう取組と言えるので
はないだろうか。

●委員会名：大紀町地域水産業再生委員会 ●代表者：谷口 兄
●構成メンバー：三重外湾漁業協同組合、大紀町
●対象地域：大紀町錦 ●対象漁業：魚類養殖、巻き網漁業、定置網漁業、刺し網、一本釣り、採⾙藻

➍

➐

➌

❹

❺

❻ ❼

❺
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田子の浦 地区
水産業再生委員会

（ＪＦ田子の浦）

漁業者の想いと地域の活性化
を実現するために

通常二艘で引く網を、あえて一艘
引きで行うシラス漁が特徴の田子の
浦漁協。一艘引き漁法は、二艘引
き漁法に比べ、漁獲量は少ないが、
魚体を傷付けず、鮮度の良い状態
で水揚げすることができるため、品質
に定評がある。静岡県内の他港と
比べると平均単価が1.2倍ほど高い。
それでも漁業経営は苦しく、シラス

漁だけでは生計を立てることが困難
な漁業者が存在。さらに、地元の水
産加工業が衰退したことに起因し、
仲買人の競争力が低下。浜値が

落ち込むことが多くなっていた。
そこで浜プランでは、６次産業化の

推進とシラスを中心とした観光客誘
致による漁業所得の向上を目標に
掲げ、取組を進めた。

6次産業化の推進のために

鮮度が高い「田子の浦しらす」を原
料として釜揚げ加工されたシラス。茹
であがると首の辺りで折れ曲がり、『し
の字』型でふっくらとした旨味の濃い
シラスができると評判だ。価格は、加
工前と比べて約６倍。
しかし、漁業者自らボイル加工しても、

販路をもたないが故に、この取組は

「リーダーの存在が大きく、地域全体が一体に取り組んでいるところを評価。」
「大漁時の鮮魚の価格下落という多くの地域で抱える問題を克服するための一つの模範となりうる点で受賞
につながった。」

全漁連
会長賞

➊

9
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➊富士⼭の麓に位置するＪＦ田子の浦
➋ＧＩコラボコロッケ ➌生シラス丼
➍ＧＩ登録標章 ➎漁協食堂の様子
➏生シラス ➐直売所及び食堂入口
➑シラス漁の様子

漁業者の間では広く行われていな
かった。
そこで漁協では、販路拡大の一環

として直売所を新設、釜揚げシラスを
委託販売することにした。漁業者自
ら加工したシラスは、口コミ等によりそ
の評判が徐々に広まり、需要が増
加。加工作業を行う漁業者も増え、
一部の漁業者は「兼業から専業」へ
と経営体制を転換した。

観光業と連携して、インバウン
ド客を囲い込み

６次産業化の取組に加え、消費者
との接点を増やすため、観光業との

連携にも積極的だ。富士山を眺めな
がら生シラス丼が食べられる「田子
の浦港漁協食堂」 。充食感と満足
感を演出したこの場所は、地元客は
もちろん多くの観光客で賑わっている。
さらに、外国人に人気が高い富士

山からの観光客を誘引するため、「し
らす街道」をＰＲ。シラスが食べられる。
英語表記のルートマップや食堂メ
ニューも作成。工夫が光る。
2015年には「フード・アクション・ニッ

ポンアワード2015」において、インバウ
ンド賞を受賞。今では年間７万人以
上が訪れる一大観光地となった。

垣根を越えたＧＩコラボ

「田子の浦しらす」は、2017年にＧＩ
登録された。これを契機に、同じくＧＩ
登録されていた「三島馬鈴薯」を生
産するＪＡ三島函南（三島市）と連携
して、ＧＩコラボコロッケを誕生させた。
ＧＩ産物同士のコラボレーションは全国
初。富士市と三島市という地域の垣
根を越えた取組により、さらなる販路
拡大に取り組んでいる。
さまざまな取組が成功している当地

区。浜プランに取り組む中で、水産
業の現状・課題・目指すべき方向性
を、地域全体で共有できたことが秘
訣ではないだろうか。

●委員会名：田子の浦地区水産業再生委員会 ●代表者：志村 正人
●構成メンバー：田子の浦漁業協同組合、富士市、田子の浦しらす船曳網漁業組合、飯塚一雄（田子の浦一本釣り漁業組合員）
●対象地域：田子の浦漁港 等 ●対象漁業：しらす船引き網漁業、一本釣り漁業、ふぐはえ縄漁業 等

➋ ➐

➍

➑

➎

❷

➏ ➐

❸

漁協が中心となった若手漁業者の水産加工と
販路の拡大。
観光業との連携や、全国初のＧⅠコラボ。
小さなシラスが大きな経済効果をもたらす。

10
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➊

屋久島地区
地域水産業再生委員会

（ＪＦ屋久島）

離島の地理的不利の克服へ
屋久島では水揚げ日本一を誇るト

ビウオをはじめ、“屋久島首折れサ
バ”として定着しつつあるゴマサバな
ど、多様な魚種が水揚げされる。一
方で、島の人口は１万人程と水産
物の島内消費は限られる他、離島
であることから、燃油や漁業資材は
本土よりも２割ほど割高で島外への
出荷にはコストを要する。
そこで浜プランでは、漁業コストの

削減と漁業収入向上の両立を目指
し、改革型漁船の導入や漁場探索
の協業化、航空機を利用した出荷
体制の確立などの取組を行った。

改革型漁船の導入で協業化を
実現
「瀬物一本釣漁業」は収益性が高

く、これまで屋久島の基幹漁業とされ
てきた。従来は漁業者が個々に操
業していたが、人口減少等による漁
業の危機を背景に、３経営体３隻で
協業化し、単独のみでは困難であっ
た遠方漁場の開拓に取り組むことと
した。この取組を前提に、もうかる漁
業創設支援事業（沿岸漁業版）を
活用し、改革型漁船を１隻導入。当
漁船を協業グループの中心とし、仲
間で漁場情報の共有や沖での氷の
融通等の共同作業を行いながら、

「協業体制によるコスト削減を⾏っていることや、観光と連携し様々な取組を⾏っている」
「人が少なくなる中で、協業化により効率的な操業を⾏っている」
「生産の部分の連携やコスト削減の取組が印象的」

全漁連
会長賞

❸

➋❶ ❹

11
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➑ ➒

➍ ➎

世界自然遺産に登録されている「屋久島」。
離島という立地のハンデを乗り越え、改革型漁
船の導入による輸送コスト削減や航空機出荷
の体制構築等を実現し、持続的な漁業の実
現を目指す。

➊屋久島縄文杉 ➋❸瀬物一本釣
➍❺改革型漁船 ➏屋久島の漁師た
ち ➐羽田市場㈱を活用し出荷したトビ
ウオ ➑首折れサバ ➒首折れサバの食
味実験の様子

沖泊まり延長操業による遠方漁場の
開拓を可能にした。新たな漁場の開
拓は、水揚げ量の増加だけでなく、
漁場の集中を回避し、資源管理にも
役立っている。
さらに、従来の漁場における共同

探索も実施。探索時間の縮小や燃
油コストの削減のみならず、漁業の
安全確保にもつながっている。

島外出荷と島内消費を両立
主要魚種であるトビウオの販路につ

いては、「羽田市場㈱」のシステムを
試験的に導入。屋久島空港→鹿
児島空港→羽田空港の空輸リレー

のうち、屋久島空港以遠は輸送コス
トを羽田市場㈱が負担することで、コ
ストの軽減を図っている。同時に、首
都圏への出荷体制を確立したことで
屋久島のトビウオの認知度向上を実
現している。
また、島内でもう一つの主力魚種

である首折れサバは、刺身で食べら
れる。観光シーズンの夏場に需要が
集中する一方、大量水揚げは他季
に起こり、魚価が下がる。この状況を
打破し、出荷調整と安定供給を実
現するため鹿児島市の水産会社と
連携し、急速冷凍商品の開発に取
り組んだ。10～11月に漁獲されたゴ

マサバをフィレの状態で真空パックし、
急速凍結処理を施した後、 ４か月
保存し食味試験を行った。その結果、
冷凍刺身商材として十分な評価を
受けたことから、観光客への提供が
島内消費に繋がるよう地元飲食店
等での商品化を検討している。

離島というハンデを嘆かずに
魚価向上の取組だけでなく、地域

協業による漁業・労働コストの削減を
抜本的に行い、離島という不利な条
件を克服している。離島での漁業を
生業にしている取組は示唆に富む。
今後の行方に注目したい。

●委員会名：屋久島地区地域水産業再生委員会 ●代表者：羽生 隆⾏
●構成メンバー：屋久島漁業協同組合、屋久島町
●対象地域：屋久島町 ●対象漁業：一本釣り漁業、トビウオ漁業 等

❺

❻

❼

❽

❾
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香川県地域水産業再生委員会
しょうず

小豆地区部会
とのしょう しかい からと うちのみ

（ＪＦ土庄中央・ＪＦ四海・ＪＦ北浦・ＪＦ唐櫃・ＪＦ内海・ＪＦ池田）

離島におけるさまざまな課題

年間約20万人の観光客が訪れる
香川県小豆島。当地区の主な漁業
は、小型底びき網、サワラ流し刺し網、
ノリ養殖など。再生委員会は島内６
漁協などから構成されている。
浜プランに取り組む前の主な課題

は、離島のため他地区よりも輸送コス
トがかかること、また地魚料理を提供
するホテルや飲食店が少ないこと。
加えて、増加するハモの対策も課題
となっていた。
そこで当地区では①市場の需要が

高い関西方面へのハモの共同出荷、

②ハモの品質・単価の向上、③ハモ
のブランド化と普及・ＰＲにチャレンジす
ることとした。

市場調査を通じて見えてきた
ハモ有効利用への活路

関西方面への共同出荷に際しては、
先進地を視察するとともに、関西市
場にも直接出向き市場調査を行った。
その結果、畜養の環境改善による品
質の向上、魚にストレスがかからない
出荷方法、市場の需要に適した魚体
選別の徹底が必要なことが分かった。
視察を終えたメンバーは、まずは、

活魚トラック、畜養用の水槽、選別

「漁協を跨いだ連携が素晴らしい。」
「離島という不利な条件のなか、自らの課題に正⾯から向き合い、島内の加⼯業者等と連携
して漁業所得の向上を実現したことは、他の地域の模範となる。」

農林中金
理事長賞

❶

❷

❹

❸
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浜プラン詳細再生委員会情報

➏ ➒

16

条件が不利な離島で増加するハモ。新規マー
ケット開拓に向けて複数漁協がチャレンジ。
独自のブランド化や商品開発などを通じて、魚
価・漁業所得の向上を実現。

❶❷「小豆島 島鱧」のPRポスターとロゴマーク
➌❹漁獲されたハモ ❺導入した活魚⾞
❻蓄養用水槽 ❼選別台 ➑❾❿ＰＲ活動
⓫⓬新たに開発したハモの加⼯品 ⓭⓮オリー
ブオイルを使った加⼯品

台などの施設の整備に着手。
また、「小豆島 島鱧」としてブランド

管理・保持するための独自の基準を
設定した（重量が300g以上2kg未満、
引き網時間が１時間程度、漁獲から
１日以上蓄養などの４つの基準）。
漁獲と荷受時の選別を徹底し、規格
をクリアしたものだけを畜養・出荷する
ことにした。

ＰＲ活動と商品開発

普及・ＰＲでは、ポスターや法被など
を新たに用意するとともに、島内外で
のイベントで試食を展開することによっ
て、島内でもハモの加工品の需要が
あることを確認。 2017年には加工場

を新設。骨切りハモ、炊き込みご飯の
素、お茶漬けの素などを開発した。

増えてきた島内の連携先

このような取組に賛同する漁協や
漁業者は年々増加。これによって集
約出荷が可能となり、取扱量を大幅
に増加することができた。
加えて、３年前までは島内に全くな

かったハモを取扱する加工業者や飲
食店も、毎年徐々に増え、2018年に
は加工業者は5社、飲食店は９店ま
で増加するに至った。
この結果、ハモの単価は４割超も

上昇。また、漁業所得においても基

準年度対比で＋56％上昇するなど、
離島の漁業の活性化につながって
いる。

特産品オリーブを活用した商品

島内で連携しているのは、加工業
者や飲食店だけではない。同じ第一
次産業である農業とも連携している。
小豆島の特産品はオリーブ。生産

農家と連携して、オリーブオイルコン
フィ（イカ・タイ・サワラ・チリメンジャコ）
などの商品開発にチャレンジ。現在、
首都圏等での商談会等において積
極的にＰＲ。販路の拡大を目指してい
るところだ。

●委員会名：香川県地域水産業再生委員会 小豆地区部会 ●代表者：三木 正幸
●構成メンバー：⼟庄中央、四海、北浦、唐櫃、内海、池田の６漁業協同組合。⼟庄町、小豆島町、香川県 等
●対象地域：香川県小豆島、豊島 ●対象漁業：小型底引き網漁業、小型定置網漁業、建網漁業 等

❺ ❻ ❼

❿

❽
⓬

❾

⓫ ⓮⓭
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岩美町地域水産業再生委員会
た じ り

（ＪＦ鳥取・ＪＦ田後）

漁協女性部が運営する漁村
カフェ「あじろカフェなだばた」

山陰海岸国立公園に指定されて
いる豊かな海を有する岩美町。当地
区における浜プランの取組は、女性
の活躍が特徴的だ。

長年、魚食普及に精力的に取り組
んできた鳥取県漁協網代港支所の
女性部。当女性部６名が、活用され
なくなった施設を有効活用し、運営し
ているのが漁村カフェ「あじろカフェな
だばた」だ。

「なだばた」は地元の言葉で、みん
なが集まる場所という意味。ここでは、

ハタハタフライ定食や親がに丼など
地元水産食材を活用したメニューを
提供し、地域住民をはじめ多くの観光
客が利用している。

カフェ「あじろカフェなだばた」では、
このほかにも、一人暮らしのお年寄り
向けの食事宅配サービスや、医療機
関と連携した健康相談をＴＶ会議シス
テムで実施。高齢化が進む当地区
における人々の大切な憩いの場、暮
らしの拠点となっている。

女性にとっても、生きがいをもって輝
ける場所だ。

「⼥性が活躍する漁村カフェの取組は、魚食普及、観光振興、⼥性の働く場の確保、⾼齢者サポートなど、
多様な効果を発揮している。病院や福祉関連施設との連携は、他地域の参考となる。」
「道の駅での⾼鮮度魚類の販売や⼥性部による加⼯品づくりは、地域の活性化につながっている。」

共水連
会長賞
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➐

➌

➏

漁協女性部が運営する「あじろカフェなだばた」。
高齢者など地域住民にとっての憩いの場だ。
道の駅「きなんせ岩美」等とともに、地域活性
化の重要な拠点となっている。

➊あじろカフェなだばたを運営する鳥取漁
協網代港支所⼥性部のみなさん
➋❸提供している定食 ❹❺あじろカフェ
なだばた ❻❼❽道の駅「きなんせ岩美」
❾❿岩美イケイケ魚（フィッシュ） ⓫田
後漁協⼥性部が作った加⼯商品 ⓬す
るめ糀漬 ⓭人気が⾼い魚醤「塩辛」

加工事業における地魚の商品開発

女性の活躍は、加工事業において
も見られる。

2015年にオープンした道の駅「きな
んせ岩美」。岩美町伝統の水産加
工品などの製造は、田後漁協女性
部加工グループが請け負っている。
「するめ糀漬」や干物などは、供給が
追い付かないほどの人気商品だ。

当グループでは、料理研究家監修
のもとで、新たな地魚料理の商品化
にもチャレンジ。その結果、2016年度
には「岩美イケイケ魚（フィッシュ）」（ハ
タハタの南蛮漬け・唐揚げ・甘から

だれ）が完成した。鮮度の良い原魚
を調理し真空パックで冷凍。袋をあ
けて解凍するだけで食べられる手軽
さが特徴だ。

道の駅を活用した地域の取組

また、「きなんせ岩美」では、魚価
の安定・向上を目指して、様々な取
組にチャレンジしている。

例えば、沿岸漁業者は、道の駅で
高鮮度魚介類を直接販売。取扱量
はさほど多くないものの、浜値の２割
高で販売されることがあるなど、漁業
者の自信となった。

沖底ものの低利用魚であるノロゲン
ゲやタナカゲンゲの試食販売。当初
の想定よりも好評で、その後、鮮魚販
売量は増加。市場価格の上昇につ
ながった。
さらには、地域住民に人気の魚醤

「塩辛」（定置網で獲れるイワシ・ア
ジ・サバの稚魚など低利用魚を活
用） 。生産量の約6割がきなんせ岩
美で販売されるほどだ。

かつては休憩・飲食の場が少なく、
観光客に素通りされることもあった岩
美町。今では、道の駅や漁村カフェ
などが観光振興や地域活性化を担
う重要なスポットとなっていると言えよう。

●委員会名：岩美町地域水産業再生委員会 ●代表者：⻄垣 英彦（岩美町⻑）
●構成メンバー：岩美町、田後漁業協同組合、鳥取県漁業協同組合（本所、網代港支所、浦富支所、東支所） 他
●対象地域：鳥取県岩美郡岩美町 ●対象漁業：沖合底引き網、小型いか釣り、小型定置網、刺し網、他
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➋

兵庫県地域水産業再生委員会

明石浦部会
（ＪＦ明石浦）

有名な「明石鯛」や「明石だこ」

兵庫の瀬戸内海側に面する明石
浦漁協は、大勢の観光客が新鮮な
鮮魚や加工品などを求めて賑わうＪ
Ｒ明石駅前の「魚の棚商店街」から
徒歩10分程の都市部に位置する。
豊富なエサに恵まれ、明石海峡の

早い潮流で鍛えられた魚は身が引き
締まり、明石では「まえもん」と呼ばれ
ている。全国で名高い「明石鯛」や
「明石だこ」のほかにも、年間を通じて
豊富な種類の魚が水揚げされる。
当地区では、高潮対策としての防

潮堤整備、海苔加工施設等の再編、
荷捌所付近の利便性向上が長年

の課題であった。しかしながら、10億
円規模の莫大な構想のため、なかな
か着手に至ることができなかった。

浜プラン承認第1号

そのようななかで、この課題解決に
マッチしたのが浜プラン。組合長以下、
浜プランの取組方針等を考えることを
通じて、漁協として何をなすべきかを
改めて整理。どのような優先順位で
施設整備等を進めたらよいのか年次
計画を立てた。さらに組合員や職員
に対して今後のビジョンを明確に示し
た。まさしく浜プランの目指す姿。こうし
て2014年3月、全国の第1号案件とし
て承認された。

「調整が難しい施設集約を進め、海苔養殖の生産環境を大きく改善したことは、他の模範となる。」
「生産地の魅⼒の理解を得ることで、安定的な取引先を確保したことを評価したい。」
「観光協会と連携して、市場⾒学や商店街での水産物購入を促す取組は、企画⼒に優れ、大人の社会
科⾒学のようにユニーク。」

漁済連
会長賞

❶
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浜プラン承認第１号は、長年の課題であった施
設整備等をどう計画的に進めればよいか考えるこ
とからスタート。 買取販売・市場開拓を進めて、
安定的な漁業収益を確保。

➊❷活き締めの様子 ❸明石鯛
➍漁の様子
➎プールのような巨大活魚用生簀
➏➐「昼網」のセリの様子
➑買取販売した魚の出荷準備
➒明石の「魚の棚」商店街
➓明石は、全国有数の海苔の産地

活魚のセリと神経締め

昼前、明石浦の荷捌所には大勢
の仲買人が集まりセリが始まる。威
勢のよいかけ声のなか、プールのよう
な巨大水槽から運ばれる活魚が
次々とセリにかけられる。
印象的なのは、漁協が自ら買取し

た魚を、活き締めや神経抜きする漁
協職員の姿。当地区では、早くから
活き締め・神経抜きに取り組み、全
国でも有名だ。漁協では、最もおいし
く食べてもらうにはどうすればよいかを
研究し続けている。

買取販売と多岐にわたる販路

漁協では、買参権を活用した買取

販売に積極的に取り組んでおり、買
取額は水揚げ高約12億円の約4割
を占める。販売先は、地元の飲食店、
生協・スーパー、首都圏の飲食店、
大手量販店など多岐にわたる。
長年の知見で魚種・大きさ・品質・

価格などを見極めながら、販売先の
ニーズに適した魚を供給。販路の多
様化によって、魚価の安定・底上げ
につなげるとともに、リスク分散を図っ
ている。
ただ、このような多岐に及ぶ販路も

最初から確保できていたわけではな
い。関西中心だった販売先を、更な
る相場の底上げに向けて、約7年前
より首都圏市場を積極的に開拓した。

意識したことは明石浦のサポーター
づくり。この考えに基づき営業活動し
たところ徐々に販売先は広がってい
き、現在では相場に左右されにくい
良好な関係を構築できている。

地元観光業との連携

地元の明石市観光協会との連携。
一般消費者向けに、セリ見学（有
料）をして、まえもんを取り扱う魚屋が
軒を連ねる「魚の棚」商店街を観光
してもらっている。
「６次産業化といわれるが、ＪＦだけ

で取組するのではなく、地域の関係
者と役割分担して皆でｗｉｎ-ｗｉｎの関
係を築くことが重要」と語る。トップラン
ナーに相応しい考え方だ。

●委員会名：兵庫県地域水産業再生委員会 明石浦部会 ●代表者：戎本 裕明
●構成メンバー：明石浦漁業協同組合、明石市、兵庫県東播磨県⺠局加古川農林水産振興事務所
●対象地域：兵庫県明石市明石浦地域 ●対象漁業：小型底引き網漁業、一本釣り漁業、ノリ養殖漁業、船引き網漁業、他
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